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１．目的  

北陸地域と首都圏を結ぶ交通手段は，新幹線，航

空，在来特急，高速バスなど様々な交通モードが存在

する．これらの交通手段は，旅行目的や利用者の属性

により様々な選択がなされている．2022 年 4 月現在

では，北陸地域と首都圏を移動する際のモード別の

シェアは，新幹線が約 78％，航空が約 22％である．

北陸新幹線の金沢開業前は，北陸地域と首都圏の間

の移動は，航空による移動が主要な交通モードであ

ったが，2016 年 3 月の北陸新幹線金沢開業後は，航

空から新幹線へ大幅な転換がなされ，航空は機材の

小型化や減便などの対応をとることとなった．さら

に，乗り継ぎ割引の拡大やダイヤの工夫などで一定

の需要を確保してきた．このような状況下において，

2023 年度末に北陸新幹線の敦賀までの延伸が予定さ

れており，航空はさらに厳しい状況に置かれること

が想定される．新幹線に大幅に需要が奪われた場合

には，小松・羽田路線の路線撤退などの問題も生じる

可能性がある．そこで，本研究では，北陸新幹線の敦

賀延伸に向けて，全国幹線旅客純流動調査，航空旅客

動態調査，小松空港利用者を対象としたアンケート

調査結果を利用して，北陸新幹線の延伸に伴う航空

への影響を評価することとした． 

２．アンケート調査の概要 

本研究では，河本らが「機材特性を考慮した航空サー

ビスに関する利用者特性の分析 ― 首都圏・北陸市

場を対象として―」，「北陸新幹線と航空の競争と競

合」，「地方空港の空港アクセスに関する調査研究―

小松空港を対象として―」で用いた「小松空港利用者

に関するアンケート（図-1）」のアンケートを用いる．

このアンケートは 2016 年 7 月に小松空港で航空利

用者を対象として実施したものである．この調査デ

ータのうち，回答者が福井県民であるものだけを抽

出し，抽出データを中心に分析を行う． 航空利用者

の目的を集計した結果を図２に示す．目的は「ビジネ

ス」が最も高く 53％と半数以上を占めている．それ 

 
図２ 小松空港利用者の利用目的 

 
についで，「観光」が 33％，「帰省」が 6％，「冠婚葬

祭」が 3％である．次に，「今回の旅行で飛行機を選

択した理由」の集計結果を図３に示す．福井県に関し

て，「目的地まで最短時間だと思われたから」という

理由が最も多く 97 人が選択しており，小松―羽田便

福井客は時間価値が高いことが分かる．これに次い

で「料金が安いと思われたから」が 59 人であり，「そ

の交通手段を使うほうが快適だから・好きだから」が

44 人となった．一方，石川県，東京都に関しては，

最も多いのは「目的地まで最短時間だと思われたか

ら」であることは福井県と同様であるものの，次いで

多いものがそれぞれ「その交通手段を使うほうが快

適だから・好きだから」，「航空会社のマイレージを貯

めているから」となった．すなわち，他の交通機関に
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図-1 小松空港利用者に関するアンケートの一部  

 

問6 今回のご旅行の目的は何ですか。複数ある場合は最も主要なものを1つお答えください。

1．観光 →問7へ 2．ビジネス →問8へ
3．帰省 →問8へ 4．冠婚葬祭 →問8へ
5．その他（ ）→問8へ

問7 観光の主な目的は何ですか。 複数ある場合は該当するものすべてにお答えください。

1．名所・旧跡 2．自然・景観 3．食事・グルメ
4．買い物 5．温泉 6．テーマパーク・博物館
7．芸術鑑賞・コンサート
8．その他（ ）

問11 今回のご旅行の訪問先はどこですか。複数ある場合は最も主要なものを1つお答えください。

問8 あなたのご住所はどこですか。郵便番号あるいは市町村名をお書きください。
郵便番号：（ ）－（ ）
（ ）都・道・府・県 （ ）市・区・町・村

【石川県】

1．兼六園 2．金沢城 3．武家屋敷跡

4．茶屋街 5．21世紀美術館

6．上記以外の金沢市（ ）

7．和倉温泉 8．和倉温泉以外の口能登・中能登（能登半島南部：羽咋・七尾など）

9．輪島 10．輪島以外の奥能登（能登半島北部：珠洲など）

11．加賀温泉郷（粟津温泉・片山津温泉・山中温泉・山代温泉）

12．小松市内

13．その他の石川県内（ ）

【福井県】

14．福井市内（一乗谷を含む） 15．東尋坊・三国・あわら

16．永平寺・勝山・大野（九頭竜川・恐竜博物館を含む）

17．鯖江・武生・越前海岸

18．敦賀・三方五湖 19．小浜・高浜

20．その他の福井県内（ ）

【富山県】

21．富山市内 22．五箇山 23．立山・黒部

24．氷見市 25．高岡市 26．魚津・滑川

27．その他の富山県内（ ）

【石川県、福井県、富山県以外】

28．白川郷 29．飛騨高山

【東京都】

30．東京スカイツリー・浅草エリア 31．都心部（銀座・六本木・渋谷・新宿など）

32．湾岸部（お台場・汐留など） 33．その他の23区（ ）

34．その他の東京都内（ ）

【神奈川県】

35．横浜市 36．三浦半島（鎌倉市・江ノ島・横須賀など）

37．箱根 38．その他の神奈川県（ ）

【千葉県】

39．東京ディズニーリゾート 40．その他の千葉県（ ）

【上記の都県以外】

41．その他（ ）

小松空港利用者に関するアンケート
調査票記入上のお願い
（１）アンケート調査票は、A3裏表用紙が2枚あります。
（２）あてはまるものの番号（数字）を○印でかこんで、お答えください。
（３）いくつかの質問には、（ ）に文字・数字を直接ご記入ください。

裏面へお進みください。

今回のご旅行についてお聞きします。

問14 マイレージは貯められていますか。

1．はい →問15へ 2，いいえ →問16（裏面）へ

問5 今回のご旅行の出発・到着それぞれの航空会社と時間あるいは便名をお答えください。

【往路便】（ ）時（ ）分 （ 小松 ／ 羽田 ）発（ JAL ／ ANA ）便
または、（ ）便（記入例：NH571便）

【復路便】（ ）時（ ）分 （ 小松 ／ 羽田 ）発（ JAL ／ ANA ）便
または、（ ）便（記入例：NH571便）

1．収入なし 2．300万円未満 3．300万～500万円未満 4．500万～700万円未満
5．700万～1000万円未満 6．1000万円以上 7．年金

問4 あなたの年収をお答えください。

1．会社役員・団体職役員 2．会社員・団体職員 3．公務員 4．学生
5．専門職（医師・弁護士等） 6．家事専業 7．パート・アルバイト
8．無職 9．その他（ ）

問3 あなたのご職業をお答えください。

1．20歳未満 2．20歳代 3．30歳代 4．40歳代
5．50歳代 6．60歳代 7．70歳代 8．80歳以上

問2 あなたの年齢をお答えください。

1．男性 2．女性
問1 あなたの性別をお答えください。

あなた自身についてお聞きします。

問13 今回のご旅行は搭乗する何日前に予約されましたか。

1．75日以上前 2．74～60日前 3．59～55日前 4．54～45日前

5．44～28日前 6．27～21日前 7．20～15日前 8．2週間～1週間前

9．1週間前～3日前 10．3日前～前日 １１．当日

問12 今回ご利用の航空路線についてどのくらいの頻度で利用されますか。

1．今回が初めて 2．年に1回以下 3．年に2回 4．年に3回
5．年に4～11回 6．月に1～3回 7．週1回以上

問9 今回のご旅行の期間をお答えください。

1．日帰り 2．1泊2日 3．2泊3日
4．3泊4日 5．4泊5日 6．5泊6日
7．それ以上（ 泊 日）

問10 今回のご旅行の同行者と人数をお答えください。

1 ．1人 2．夫婦 3．カップル 4．友人（ ）人
5．家族（ ）人 6．仕事の関係者（ ）人
7．その他（ （ ）人）

問15 問14で「1．はい」と答えられた方にお聞きします。
航空会社をお答えください。

1．JALマイレージバンク 2．ANAマイレージクラブ
3．その他（ ）

① ②
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図３ 航空を選択した理由 
 
はない「航空ならではの快適性・サービス」を理由に

航空を選んでいることが分かる．このことから，航空

利用率の低い福井県では「航空ならではの快適性・サ

ービス」の認知度が低く，移動所要時間や料金などの

「航空利用経験なしでも取得できる情報」が，先行し

て認知されているということが考えられる． 
３．航空への影響の評価 

北陸新幹線の延伸後に航空への影響を評価するた

めに，本研究では，航空事業者が運航路線からの撤退

／減便／機材変更を行う意思決定構造をモデル化し

た．運航路線の存続期間／機材の運用継続時間を生

存時間と捉え，生存分析を適用して分析した．なお，

比例ハザードモデルのハザード関数は式(1)で表され

る． 
 
 
 
 

式(1)の基準ハザード関数 に，式(2)で表されるワイ

ブル分布を適用すると，ハザード関数は式(3)とな

る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本研究で，北陸新幹線の敦賀までの延伸による航

空への影響を評価したところ，観光目的で首都圏と

北陸地方を移動する利用者は，航空よりも新幹線を

選好することがあきらかとなった．一方で，ビジネ

ス目的の場合には，乗車時間が長くなることから，

航空を選好することが明らかとなった．また，生存

分析を用いて，北陸新幹線の敦賀延伸後に，小松・

羽田を路線の撤退確率を算出したところ，路線撤退

は行われないものの，減便もしくは小型化の対応を

行う必要があることが明らかとなった．これは，路

線維持には一定のロードファクターが必要であり，

ロードファクターの低迷は路線撤退につながるた

め，航空事業者は高いロードファクターを維持する

ために，小型化・減便という意思決定を行うことが

示唆された． 
４．まとめと今後の課題 

北陸新幹線の敦賀延伸による航空への影響の評価

を行ったところ，利用目的別で選好が異なることが

明らかとなった．また，航空路線の維持には，減便

や小型化の対応が必要であることが明らかとなり，

延伸後も路線維持施策の必要性が示唆された． 
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